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プロテオグリカン生産工場（青森市）
角弘・プロテオグリカン研究所

アセチル化WPCを用いた製品
左：ベンチ2台、右：ルーバー材

長期暴露試験のために
野外に設置されたベンチ

「あおもりPG」ブランド認定マーク ElderCareAsia2015（台湾）出展 開発したPG商品群

特徴ある木材微粉砕物を生産するタンデムリング型微粉砕機

プロテオグリカン関連バイオマテリアルをコアとした
津軽圏ヘルス＆ビューティー産業クラスターの形成・拡大

地域イノベーション戦略

　青森県におけるイノベーション戦略「あおもりグリーン＆ライフ・シナジーイノベーション創出
エリア」におけるライフ分野に特化したプログラムとして、弘前大学に蓄積された知的財産及び
プロテオグリカン（PG）の大量精製技術・研究成果を基盤に、新たなPG関連バイオマテリアル
に視野を広げた研究開発を加速させるとともに、地域特性を活かす人材育成を進め、弘前エリ
アを中心とした一大「健康・美容」関連産業クラスターの形成・拡大に取り組むものです。

【事業概要】
1. PGの研究開発
　PGのもつ免疫調節系を介した関節リウマチ、潰瘍性大腸炎等
の炎症軽減作用機構や、機能を高めるまたは特異化するPGの構
造に関する研究とその構造改変等に関する研究開発を実施しま
す。PG及び高機能改変PGを用いた美容製品や機能性食品の研
究開発や創薬に向けた研究等、PGの機能を活かした応用展開に
ついての研究開発を継続します。

2. 地域人材の育成
　マーケッタブルな研究開発を実践できる研究者の育成及び集
積、機能性の高い健康食品または化粧品の開発・販売・収益を
上げられる出口人材の育成、さらに、研究開発から商品開発・販
売について理解し、企画できる将来的なプロデューサーを育成
します。

3. 海外展開
　PG関連商品の販路開拓においては、平成27年度にPG商品を
発売している参画企業への越境EC（エレクトロニックコマース）
の啓もう活動を行った結果、数社が取組を開始しており、平成28
年度も継続して実施します。
　また、グローバル展開のために海外への「あおもりPG」の商標
登録活動を行っており、平成28年度も登録国を増やしていきます。
　さらに、グローバル展開の足掛かりとして、青森県との関わりの
深い台湾での国際展示会への出展によるＰＲ活動の一環で、平成
27年度に引き続き、最大の展示会であるバイオ台湾に出展し、
PGの普及と認知度向上及びPGを販売している現地代理店と協
力した更なるビジネス展開を図ります。

【主な成果】
1. 地元中核企業の創出　

　角弘は、従来建設・工業資材の販売等を行ってきた地域企業で

すが、地域貢献の目的で弘前大学との共同研究によりPGの抽出

方法の量産化に取り組み、工業的抽出精製方法を確立しました。

現在は同社プロテオグリカン研究所にて、主にPGの原料（食品用

と化粧品用）製造を担当

しています。また、最終

製品の製造及び販売は

健康食品及び化粧品の

原料メーカーである、県

外企業の一丸ファルコス

が担当しています。

2. 地域企業の事業参画と商品化された豊富なアイテム

　本事業への参画企業は、平成28年7月末時点で114社、そのう

ち県内中小企業は約7割を占めています。元々健康食品も化粧品

も発売していない企業が多く、化粧品・健康食品事業を開始した

企業のほぼ全てが社内創業によるものです。

　また、本事業における試作品数及び新商品開発数は、平成28

年3月末時点で、のべ262品及び188品であり、健康・機能性食

品、石鹸やシャンプー、化粧品等、商品アイテムはバラエティーに

富んでおり、続々と新商品が開発されています。

【主な成果】
１．タンデムリングミル型粉砕機の事業化
　本事業により生じた新企業としてTRU（秋田県大館市）が平成
25年3月に操業を開始しました。同社へは本事業に係わる特許
のうち、秋田県立大学が保有している特許について実施権を許諾
し（平成26年11月）、タンデムリング型粉砕器の事業化を支援
しています。自社のHP（http://centmac.co.jp/tru/index）
で製品の紹介をすると共に、紛体工業展2015にカタログ出典
（http://www.powtex.com/osaka/catalog.html）して、タン
デムリングミル型粉砕機のＰＲ活動を推進しています。

2．木材-プラスチック複合材料（WPC）の製品化
　秋田ウッド（秋田県大館市）においてメカノケミカル処理した化
学修飾木紛を利用したアセチル化WPCの実機生産を行いました。
製造したWPCについては、JISが定める以上の強度を有しながら、
寸法安定性や変色などの耐久性能が従来製品よりも著しく向上
しました。
　また、このアセチル化WPCを用いたルーバー材やベンチなど
の製品化に取り組んでおり、現在、耐久性・耐光性試験用ベンチ
を秋田県能代市のバス停留所に設置し、長期暴露試験を実施中
です。

3．地理情報システムを利用した森林資源管理システムの構築
　秋田県内に賦存するスギ人工林の位置、樹齢、蓄積量等の情報
を地理情報システム上で一元的に管理し、出材の可能量や蓄積量
の変化を長期的にシミュレーションするシステムを構築しました。

●研究機能・産業集積高度化地域（平成25年～29年度）

あおもりグリーン＆ライフ・シナジー
イノベーション創出エリア（青森県全域）

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…青森県商工会議所連合会、
　　青森県工業会
学…弘前大学、八戸工業大学
官…青森県、青森県産業技術センター、
　　21あおもり産業総合支援センター
金…青森銀行、みちのく銀行、
　　青森県信用金庫協会

　PGには以前から多様な機能性が期待されていましたが、1g 3000万円と高
価なことが研究や産業利用の妨げとなっていました。しかし、弘前大学や地元企
業などによる長年の研究により大量精製技術が確立され、今や身近な健康・美
容素材として県内外で利用が進んでいます。
　私達は青森県ヘルス＆ビューティー産業クラスターの実現を目指し、医薬分
野への応用も視野に、PGに関する研究の更なる深化や、PG関連産業の拡大、
地域人材の育成に取り組んでいます。

略歴：青森県産業技術センター
研究管理監。平成２２～２４年地域
イノベーション戦略支援プログ
ラム（弘前エリア）研究統括。医
学博士。

プロジェクトディレクター

阿 部 　 馨

地域イノベーション戦略

　高機能電子デバイスや材料技術等を共通基盤として、環境・資源リサイクル技術、豊富な農林
水産資源の活用や再生可能エネルギー開発によるグリーンイノベーション、高齢化社会でのがん
疾患や精神・脳神経疾患治療研究による医療機器等の開発、醸造発酵技術による医薬品の開
発等を通じたライフイノベーションを創出し、持続可能な社会の実現を目指します。特に、森林
バイオマスの利活用については、各機関と連携した活動を展開しています。

　森林バイオマス資源の総合的・循環的な利活用による林業・木材産業の成長

産業化は日本再興戦略における重要なテーマの一つです。我々は、特徴的なス

ギ微粉砕木紛を利用した新事業の創出とそれを可能にする森林資源管理とサ

プライチェーンの最適化、地域を牽引するビジネスリーダーの育成及び関連企

業のクラスター化による新たな林業・木材産業の構築を目指しています。 

略歴：科学技術庁科学技術特別
研究員、九州大学助手、秋田県
立大学助教授を経て２００７年より
同教授。博士（農学）。

プロジェクトディレクター

高 田 　 克 彦

森林バイオマスの循環型利活用の実践と森林管理の最適化

●研究機能・産業集積高度化地域（平成24年～28年度）

秋田元気創造イノベーション
推進地域

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…秋田県商工会議所連合会、
　　秋田県商工会連合会
学…秋田県立大学、
　　秋田工業高等専門学校、
　　秋田県総合食品研究センター
官…秋田銀行、北都銀行
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http://www.proteoglycan-japan.net http://www.akita-pu.ac.jp/

事業の内容 【事業概要】
1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積
 （実施機関：秋田県立大学）
　木質バイオマスを大容量・省エネルギーかつ連続で微粉砕でき
るタンデムリング型粉砕機の実用化を目的に研究者を招へいして
研究を行っています。この事業によって、実用規模のバイオエタ
ノール製造プラントにも対応できる粉砕機を開発し、秋田県に豊
富に存在する木質バイオマス資源を木質バイオエタノール、木質系
飼料、木材-プラスチック複合材料等へ利活用することを可能とし、
秋田県が目指す「地域イノベーション戦略」の実現に貢献します。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの
　 開発及び実施（実施機関：秋田県立大学）
　目指すべき人材像を『地域資源（農林水産系総合地域資源）を
活用したビジネスチャンスを見出せ、事業立上げ/事業推進及び地
域産業を牽引出来るイノベーション・マインドを持ったビジネス・
リーダー』と定義して、プロダクト、プロセス、マインドという3つ
の領域におけるイノベーションに関わる講義・実習を主体とした
人材育成プログラムを開発・実施し、秋田県の「地域イノベーショ
ン戦略」を具現化する人材を育成します。

3. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：秋田県立大学）
　民間企業出身の地域連携コーディネータを1名配置し、大学等
の技術シーズの発掘と木質バイオマス資源に関する地域の技術
シーズ情報の収集・整理を行い、「地域イノベーション戦略」の実
現に向けた効率的な民間企業との連携体制を構築します。

事業の内容


